
住宅用火災警報器設置義務化パブリックコメント実施結果について 
 

平成１８年７月２７日 
消 防 課 

 
 平成１８年６月１日より改正消防法が施行され、住宅用火災警報器の設置が義務化され

ることについて意見を募集した。 
 
１ 意見募集したテーマ 

住宅用火災警報器設置義務化について 
 
２ 募集期間 平成１７年５月６日から５月３１日まで 
 
３ 応募状況 応募総数７件 
 
４ 主な意見 
■ 認知度の低さについて 
・ この意見募集のチラシで初めて消防法の改正を知った。大事な法改正だと思うが、周知

されていないのでは、と不安になる。 
・ 認知度が低いことを利用して悪質業者が出てこなければよいが。 
■ 費用について 
・ 世論調査で７割賛成というのは信じられない。設置費用について何も記載しなかったの

では。 
・ 一戸で数万円の設置費用が必要となるが、取り付ける家庭があるだろうか。安価な警報

器も認定してほしい。 
■ 警報器の種類や設置などの詳細について 
・ 火災警報器の種類やシステムを知りたい 
■ その他 
・ 多額の費用をかけて設置しても、数年で機能しない警報器も出てくるだろう。維持管理

の基準を設け、警報器の適正管理を行うことが必要。 
・ 台所の警報器設置も早急に検討してほしい。 
・ 高齢者には、「知らせる」だけではなく「消す」装置があるものの方が費用対効果が高

いと思う。 


